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「豊岡市立小中学校における適正規模・適正配置のあり方について」 

答申説明会 意見・アンケート結果（竹野会場） 

 

■ 開催日 2021年７月９日（金）19:00～20:15 

■ 会 場 竹野地区コミュニティセンター多目的ホール（市役所竹野庁舎） 

■ 出席者 参加者 25名 

教育委員会事務局 ９名 

■ 質疑・意見交換（要旨） 

意見・質問 回  答 

施設一体型小中一貫校の説明で、課題

よりもメリットが大きいという説明で

あった。小中一貫校になって、教育内容

の充実ということで言うと、例えば塾に

行かなくても良いような授業のカリキ

ュラムが組めるとか、保護者にメリット

が大きいようなことを検討の一部に加

えてもらえるとありがたい。 

統合して子どもたちが楽しく学習で

きる力を付けることは、最大の使命であ

ると考える。一人一人が分かる授業を徹

底して心がけていくことになる。 

それでもやはり算数が苦手だという

子どもがいる。そのような場合は、教職

員が補習のような授業をすることもあ

る。「放課後頑張りタイム」といって、

下校前に補習をすることもできる。 

また、中学校と小学校が同じ校舎にな

って、中学校の専門性の高い先生の授業

を、小学校５年生や６年生の子どもたち

が受けることができることも有効な手

だてではないかと考えている。  

竹野中学校のグラウンドは、夜は鹿や

猪が走り回っているという状況がある。

今後、施設一体型小中一貫校となり小学

生が通うことになると、必ずしも昼間に

動物が乱入しないとも限らない。 

また、入口の信号について、災害の際

にかなりの確率で浸水する場所なので、

頭に入れておいて欲しい。 

獣害や環境面も考えていく必要があ

る。小さな子どもが通うことになるの

で、中学生であれば大丈夫だという部分

であっても見直しが必要な部分は、地域

の皆さんからご意見をいただきながら、

対応を検討したい。 

都市部の私立の小中一貫校では、外部

との接触として塾などに行って学力を

上げていくという刺激があったと聞い

ている。 

竹野で小中一貫校になったら、９年間

ずっと同じ子どもたちと顔を合わせる

ことになり、刺激がなくなると思うの

で、他の小中と交流するということも考

えてもらいたい。 

小中一貫校になると９学年の子たち

が一緒にいるので、異学年で交流ができ

る。子どもたちの「責任感」や「憧れ」

を引き出すことができる。 

もう一つ、特に中学生にとって、とて

も刺激が多いのは、地域の方との交流で

す。地域の方と話をしたり、一緒に何か

をしたりするということが、子どもたち

の栄養につながる。トライやるウィーク

で地域に出かけて、たった５日間だが、
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子どもたちが充実感いっぱいで帰って

くると、その後の学習や生活に非常に良

い影響を与えている。 

クラス替えが子どもたちの成長にな

っていることも間違いではないが、様々

な刺激を受ける場を作ることができる

と考える。 
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■アンケートでの意見（要約） 

 

 審議会で良く話し合われており、適切であると考える。付帯意見を十分に考慮

していただきたい。 

 答申の内容は、考え方、枠組みとも妥当だと思う。 

 一日でも早く竹野小学校の新校舎が竹野中学校敷地内に新築されることを願っ

ている。 

 統合にも場所にも何も言わないので、とにかく早く新しい校舎ですごさせた

い。子どもが大きくなってしまう。 

 小中一貫校になるのは、やむを得ないと思う。 

 子どもが小学校に入学した時、他の学校に比べ、小規模校だからできないこと

の多さ、大きさに気付かされた。よりよい教育環境になることを望む。 

 一貫教育については、教育面でプラス面が多いと思われるので賛成（個人的に

は）。 

 10年後、20年後も旧一町一校は維持してもらいたい。 

 子どもたち、地域、家庭にとって明るい未来を思い描くことができるような計

画を作り、多くの方の納得を得ながら実行していただきたい。 

 プールはどうなる？バスを常駐できる？ 

 地域との交流ができにくいかと小々気になる。 

 小中一貫になることで９年間同じクラスになり、外部との接触等の何らかの刺

激を入れた方がよい。 

 小中一貫になったらプールはどうするか等、問題を解決して欲しい。 

 竹中グランドは土砂崩れは大丈夫なのだろうか。安全な場所に建設して欲し

い。 

 竹野小学校の施設を現中学校ではなく、新たに検討して欲しい。竹野町の真ん

中、中竹野とかに。 

 小中が一体となったとしても、今のままでは、この先また同じ問題が起きるこ

とは明白。根本的な所で、若年人口の増加を今後どのようにしていくのか、子

どもをどうやって増やすのか（企業誘致、子育て家庭への補助など）、そこを

豊岡市としてどうしていくのかが見えない（朝来市、養父市はもっと力を入れ

ているのでは？）。 

 何かと遠距離で父兄の負担が大きくなる。 

 遠距離地域の子どもたちのふれあいがないとますます過疎化につながる（南地

区の人口流出が危惧される）。 

※教育面以外の課題の対策を検討願いたい。 

 豊岡地区での小中一貫はむずかしくないか？ 

 現在、学校に通っている子どものいる家庭にとっては、統合は喜び、さびし

さ、不安、葛藤などとても複雑な感情を抱くことになる。ぜひ、丁寧に説明を

していただき、不安を少しでもやわらげていただきたい。 

 統合した学校の状況を積極的に外向けに発信されてはどうか。（学校・子ども

たちの様子、閉校した地区の活動状況など） 

 市政は普通のまちへと向かうようですが、こと教育に関しては、これまで同様

ある程度突き抜けた取組を望む。 
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 学童の場所が竹野小一カ所になると、南小の親の負担（豊岡市内に働きに行か

れている親は特に）がかなり大きくなってしまう。学童がせめてもう一カ所あ

る方が望ましい（南小など）。その辺りはしっかりと議論していただきたい。 

 竹野中学校への通学道路安全確保をお願いする。 

 子どもの数の減少に驚いた。 

 


